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	　 　 　欠　　　　陥
	　 　 ○建築士との関法)、④部材間の緊結欠如×、⑤基礎クラック◎(違約)、⑥未乾燥材の使用×
	　 　 係で認定
	　 　 (1)　設計・監理を建築士に分離発注した事案であり、瑕疵及び責任の認定につき、相手方ごとに分けて判断しているため、非常に複雑な階層的判断となっている。
	　 　       　以下、判決書における判断順序に沿って、その階層的判断の概要を示す。
	　 　 欠陥及び責任
	　 　 剛床壁量不足火打梁部材間緊結基礎ｸﾗｯｸ未乾燥材階段幅内装制限外壁ｸﾗｯｸ天窓
	　 　 基準法違反 ○    ○   ○×××○○××
	　 　 施瑕疵該当性 ○ ×○××○○○
	　 　 工抗弁646本 ○ ○○○○
	　 　 者再抗弁但書 ○ ××××
	　 　 建設計415 ○ ×  いずれ×○○  いずれ○
	　 　 築監理415 ○ 　かで○　かで○
	　 　 士
	　 　 補修費用25415108補修済撤去済
	　 　 (2)  請負人の瑕疵担保責任における「瑕疵」について、「建築された建物が請負人の保証した性質を有せず、あるいは当事者が契約によって定めた一定の性状を備えないことをいう」としたうえ、「建築基準法令…に
	　 　 (3)  建築士の設計図書による指示を認定して、請負人の瑕疵担保責任を大幅に制限した。
	　 　 (1)  私的鑑定を行った建築士の協力を得て、瑕疵や補修費用について、しつこく主張・立証を行った。
	　 　 (2)  契約内容を確定するためという限定付きで、施工者及び設計監理者の本人尋問を行ったが、反対尋問の中で、本件設計・施工が剛床でないこととその認識を引き出せたことは大きかった。
	　 　 (3)  裁判所は、瑕疵については鑑定書等により法律判断可能だが、補修費用については判断困難として第三者鑑定的意見を求めるべく付調停とした。付調停では、双方の建築士が同席のうえフリーディスカッションを
	　 　 (1)　弁論準備における主張整理に２年、付調停で半年以上を費やしたため、結審までに３年半かかり、非常に長い裁判であったが、その割に、慰謝料を否定されているなど被害者側の気持ちが十分に反映されていないこ
	　 　 (2)  ただ、相手方本人尋問における裁判所の補充尋問が糾問的な状況だったことが印象的であった。
	　 　 (3)  双方とも控訴せず確定し、遅延損害金まで含めて全額回収できたことは、ある種、結果的にやむなしという落とし所を弁えた判決だったと言える。



